
 

 

法人会員紹介 

株式会社 草思社 
 

株式会社草思社は 1968 年に加瀬昌男（故人）によって創立された出版社です。2018 年に創立 50 周年を迎

えました。第一回刊行物はハンター・デイヴィス著『ビートルズ』で、日本で初めての本格的なビートルズ

の評伝として刊行当時、たいへん話題になりました。以来、海外の優良図書の翻訳や日本人の書下ろし作品

など、ノンフィクション作品を中心に、今日まで 2400 点を超える書籍を発行しています（のちに文庫シリ

ーズも創刊）。 

ドイツ語の翻訳物やドイツ文化の紹介なども、多く手掛けています。その中にはセバスチャン・ハフナー

著『ヒトラーとは何か』『ドイツ現代史の正しい読み方』、トラウデル・ユンゲ著『私はヒトラーの秘書だっ

た』などの歴史ものや、ヘルマン・ヘッセの日本での再評価を生んだ『庭仕事の愉しみ』『人は成熟するに

つれて若くなる』などのエッセイ集、アインシュタインの日記やカール・ベンツの自伝があります。またド

イツ在住のジャーナリスト川口マーン惠美さんの日独文化比較『老後の誤算 日本とドイツ』などの作品は

現代ドイツを知るための好著であり、多くの読者に読まれています。 

 ドイツは毎年フランクフルト・ブックフェアが行われて、世界の出版文化の中心の一つです。デジタル化

の波に押されて、書籍文化はどこも衰えつつありますが、まだ魅力的な本は毎年発刊され続けています。活

版印刷と書籍文化はドイツの発祥といっても過言ではありません。小社もドイツを先達として見習い、海外

の文化の紹介や国内からの日本文化の発信など、大いに書籍の可能性を追求していこうと考えております。 

 

●セバスチャン・ハフナー著 

『ヒトラーとは何か』 

ナチスの興亡を同時代人として

体験したジャーナリストが、ヒトラ

ーの野望の軌跡を臨場感あふ

れる筆致で描いた傑作評伝。 

独自のヒトラー解釈で話題を呼

んだ名著。 

 

●ヘルマン・ヘッセ著 

『庭仕事の愉しみ』 

庭仕事は瞑想である。草花や樹

木が教えてくれる生命の秘密。 

文豪ヘッセが庭仕事を通して学ん

だ「自然と人生」の叡智を詩とエッ

セイに綴る。 

自筆水彩画を多数挿入。 

 

●ヘルマン・ヘッセ著 

『シッダールタ』 

ヘッセの代表作の一つを新訳で

贈る。インドの若者シッダールタ

の悟りへの道を寓話的に描き、

「人はなぜ生きるのか」に解答を

与える傑作小説。 

 

●アルバート・アインシュタイン著 

『アインシュタインの旅行日記―日

本・パレスチナ・スペイン』 

二十世紀を代表する知性が見出し

た日本人の美点とは？ １９２２年

～２３年にかけての旅の間にアイ

ンシュタインが書き記した日記・手

紙類を網羅した貴重な記録。 

●川口マーン惠美著 

『老後の誤算 日本とドイツ』 

ドイツは老後格差がひどく、日本

は医療・介護が崩壊寸前――。 

欧州の高齢国ドイツの状況を日

本と徹底比較。日本の高齢者は

恵まれすぎている！? 

●カール・ベンツ著 

『自動車と私 カール・ベンツ自伝』 

1886年、ベンツは自動車の実用化

に成功、特許を取得した。 

そこにはどのような困難がありどう

克服したのか。最晩年に自らの発

明と人生を情熱的に語った唯一の

自伝。 

 

（株）草思社は法人会員（株）文芸社（瓜谷綱延社長）の

子会社です。なお瓜谷社長には横浜日独協会創立以来

顧問を務めていただいています。 

 


